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海底地震観測による2005年宮城県沖の地震（M7.2）の本震・余震の震源分布とメカ
ニズム解

Aftershock distribution of the 2005 off Miyagi Earthquake (M7.2) located by ocean bot-
tom seismographic data
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2005年宮城県沖の地震（M7.2）の本震および余震の震源分布を，震源域とその周辺に展開した海底地震計（OBS）の
データを用いて決定した．この領域では 2002年以来繰り返し海底地震観測が実施されており，本震が発生した 8月 16
日には 10台の海底地震計が設置されていた．地震の発生後，さらに 20観測点を緊急余震観測のために設置した．本研究
では，これらの OBSのデータを用いて，震源の相対的な位置関係をできるけだけ正確に決めるために double-difference
法（Waldhauser and Ellsworth, 2000）による解析を行った．初期震源の位置は日野・他（本学会）によって１次元速度構
造を用いて決定された震源位置とした．再決定をした結果，本震の震央は (38.18 N, 142.18 E)に決まり，深さは 33.5km
に決まった．再決定された余震はいくつかの密集域（クラスター）に分かれて分布しており，特に本震の破壊域の周辺
に活動度が非常に高いクラスターが存在している．このクラスターは 2つの互いに直交する線形をしており，それぞれ，
西北西－東南東と北北東－南南西の方向を向いている．
さらに，これら余震の震源メカニズム解を P波初動の極性から求めた．その結果，多くの余震は本震と同様の低角逆

断層型のメカニズム解をもつが，それとは異なるタイプのメカニズム解をもつものも発生していることが分かった．本震
の破壊域近傍に位置する２つの線状クラスターで発生する余震に注目すると，低角逆断層型の余震は主として西北西－
東南東方向のクラスター内で発生しているが，それらと比べ節面の傾斜角度が高角な逆断層型のメカニズム解をもつ地
震が北北東－南南西のリニアメントをもつクラスター内で数多く発生している．震源深さ分布でみると，低角逆断層タ
イプの余震はプレート境界面に対応すると考えられる陸側に向かって傾き下がる面に沿って分布しているのに対し，高
角逆断層タイプの余震はそれより浅い位置に分布をしているようであり，高角逆断層タイプの地震はプレート境界では
なく上盤側のプレート内で発生している可能性を示唆する．高角逆断層タイプの余震が多く発生するクラスターの位置
が本震の破壊域の東縁と一致していることから，こうした地震は本震の破壊にともなって上盤側プレート内部の水平方
向の圧縮応力が高まったことにより発生している可能性がある


